
令
和
７
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
上
下
水
道
事
業
経
営

審
議
会
（
会
長
・
平
智
山

形
大
名
誉
教
授
）
が

月
11

日
、
市
上
下
水
道
部
庁

25舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
は
、
来
年
度
以
降
の

下
水
道
等
使
用
料
の
見
直

し
の
必
要
性
と
、
算
定
に

つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

現
行
の
使
用
料
で
、
令

和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の

収
支
見
通
し
で
は
、
年
平

均
で
１
億
１
０
８
６
万
１

千
円
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

試
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
下
水
道
施

設
の
更
新
需
要
に
備
え
た

内
部
留
保
資
金
の
確
保
は

見
込
め
ず
、
事
業
運
営
の

維
持
も
難
し
い
と
し
て
、

使
用
料
水
準
の
見
直
し
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
し

ま
し
た
。

市
は
次
回
の
審
議
会
に

複
数
の
改
定
案
を
示
し
、

本
年
度
中
の
答
申
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

６
年
度
決
算
マ
イ
ナ
ス

現
行
の
下
水
道
等
使
用

料
は
、
平
成

（
２
０
１

28

６
）
年
５
月
１
日
の
改
定

で
、
全
地
域
の
使
用
料
を

統
一
し
、
９
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

現
行
の
使
用
料
単
価

は
、
１
㎥
あ
た
り
２
１
３

・

円
（
令
和
６
年
度
有

84
收
水
量
）
で
す
。

使
用
料
対
象
経
費
に
係

る
収
支
実
績
で
は
、

令
和
４
年
度
２
２
４
万

５
千
円
、

令
和
５
年
度
１
億
３
４

５
６
万
７
千
円
、

令
和
６
年
度
△

万
２

38

千
円
（
収
益
的
収
支
で
は

万
７
千
円
の
純
利
益
）

47で
、
６
年
度
決
算
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

有
收
水
量
減
・
経
費
増

を
見
込
み
算
定

今
後
５
年
間
の
算
定
で

は
、

・
有
收
水
量
は
、
令
和
６

年
度
実
績
に
減
少
率
△
０

・
９
％
を
乗
じ
る
（
令
和

４
～
６
年
度
の
平
均
減
少

率
）
。

・
人
件
費
は
、
定
期
昇
給

分
を
見
込
む
。

・
維
持
管
理
費
は
、
物
価

等
の
上
昇
を
見
込
む
。

・
資
本
費
と
長
期
前
受
金

戻
入
、
繰
入
金
は
、
事
業

収
支
見
通
し
に
よ
る
、
と

し
ま
し
た
。

「
長
期
前
受
金
戻
入
」

と
は
、
下
水
道
施
設
の
建

設
や
改
良
の
た
め
の
補
助

金
等
の
財
源
を
、
耐
用
年

数
で
割
り
振
っ
て
、
収
益

（
収
入
）
と
し
て
計
上
す

る
会
計
処
理
上
の
勘
定
科

目
（
「
減
価
償
却
費
」
は
、

固
定
資
産
の
耐
用
年
数
で

割
り
振
っ
て
、
費
用
（
支

出
）
に
計
上
）
で
す
。

県
内

市
で
４
番
目
に

13

高
い下

水
道
等
使
用
料
の
県

内

市
と
の
比
較
は
、

13
㎥
で
み
る
と
鶴
岡
市

20
は
３
５
３
０
円
で
、
酒
田

市
（
３
７
５
０
円
）
、
長

井
市
（
３
６
５
０
円
）
、

米
沢
市
（
３
６
３
８
円
）

に
次
い
で
４
番
目
に
高

く
、

市
平
均
の
３
３
１

13

７
円
よ
り
２
１
３
円
高

い
。従

量
単
価
比
較
で
は
、

使
用
水
量
が
多
く
な
る
と

単
価
が
上
が
る
逓
増
制
に

な
っ
て
い
る
た
め
、

㎥
30

か
ら
５
０
０
㎥
ま
で
の
単

価
は
、

市
で
鶴
岡
市
が

13

一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
す

（
２
面
に
表
を
掲
載
）
。

未
普
及
地
域
解
消
、
長

寿
命
化

令
和
７
年
３
月
末
現

在
、
公
共
下
水
道
・
集
落

排
水
・
浄
化
槽
の
各
処
理

施
設
の
整
備
済
区
域
は
、

人
口

万
１
１
０
３
人
、

11

普
及
率

・
１
％
で
す
。

96

未
普
及
地
域
の
解
消
の

た
め
、
令
和

年
度
ま
で

10

ほ
ぼ
完
成
を
め
ざ
し
、
新

規
整
備
や
既
存
施
設
の
長

寿
命
化
、
更
新
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

工
事
の
施
工
で
は
、
設

計
か
ら
施
工
ま
で
を
一
括

し
て
発
注
す
る
「
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
一
括
発
注
方

式
」
を
取
り
入
れ
、
工
期

の
短
縮
や
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｂ
方
式
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
、

栄
・
京
田
地
区
の
整
備
、

令
和
６
年
度
か
ら

年
度

10

ま
で
、
宝
田
・
栄
地
区
の

整
備
、
令
和
９
年
度
稼
働

開
始
の
汚
泥
資
源
化
（
コ

ン
ポ
ス
ト
化
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

経
営
効
率
化
の
取
り
組

み
で
は
、
下
水
道
施
設
の

「
包
括
的
な
維
持
管
理
委

託
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
事

務
量
や
経
費
の
縮
減
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

包
括
的
な
業
務
委
託

「
包
括
的
な
維
持
管
理

委
託
」
に
つ
い
て
、
市
上

下
水
道
部
で
は
、
窓
口
・

料
金
収
納
等
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

NO.２４７１
２０２５．１２．７

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

動
物
愛
護
、農
政
転
換
、中
小
企
業
支
援

▽

日
、
庄
内
地
域
議
員
協
議
会

21①
庄
内
海
岸
林
の
松
枯
れ
被
害
対
策

で
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
、
倒
木
に

よ
る
家
屋
・
小
屋
等
の
破
損
、
伐
採
・

撤
去
の
負
担
、
道
路
交
通
へ
の
影
響
、

枝
・
幹
落
下
の
危
険
等
を
指
摘
。

森
林
整
備
課
長
は

被
害
を
認
識
し

て
い
る
と
し
、
毎
年

月
に
お
こ
な
っ

12

て
い
る
調
査
で
全
容
を
把
握
し
、
市
・

町
と
協
力
し
て
対
処
す
る
旨
、
答
弁
。

②
移
転
・
新
築
さ
れ
た
庄
内
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
。
猫
の
飼
育
の
ル
ー
ル
等

の
住
民
へ
の
啓
発
、
セ
ン
タ
ー
で
の
保

護
の
充
実
、
不
妊
手
術
へ
の
助
成
、
愛

護
団
体
と
の
協
力
等
提
言
。

生
活
衛
生
課
長
は
、
愛
護
団
体
と
の

協
力
に
努
め
る
、
助
成
等
は
県
全
体
で

検
討
す
る
旨
、
答
弁
。

▽

日
、
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
総
会

23来
賓
挨
拶
で
、
県
の
農
政
の
状
況
と

私
に
質
問
内
容
と
共
に
、
所
得
保
障
・

価
格
補
償
、

備
蓄
米
に
よ

る
需
給
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
等
、

自
民
党
農
政

の
転
換
が
必

要
と
訴
え
ま

し
た
。

▽

日
、
鶴

25
岡
市
新
産
業

団
地
整
備
事

業
造
成
工
事
安
全
祈
願
祭

▽

日
、
庄
内
た
が
わ
農
業
協
同
組
合

29
合
併

周
年
記
念
講
演
会
と
祝
賀
会
。

30

▽

月
２
日
、
県
議
会

月
定
例
会
開

12

12

会
。
本
会
議
の
後
、
予
算
説
明
。

▽
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
「
最
低
賃

金
引
き
上
げ
、
倒
産
・
廃
業
防
止
の
た

め
の
中
小
企
業
支
援
強
化
の
要
請
」（
写

真
。
右
端
が
関
）
（
県
議

関

徹
）



建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月27日入札分

・大部公園公衆トイレ改築工事（大部町18-6）（入札4業者）
日栄産業(株) 12,200,000円（12,350,000円）工期～8/3/26（落札率98.79％）
・出羽庄内国際村照明器具ＬＥＤ化工事（伊勢原町8番32号）（入札9業者）
エヌエス電工(株) 29,400,000円（30,320,000円）工期～8/3/18（落札率96.97％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
11月27日入札分

・市都市公園施設長寿命化対策工事(その１)（美咲町地内）（入札3業者）
(株)佐藤組 19,700,000円（19,890,000円）工期～8/3/25（落札率99.04％）

県内の下水道使用料等の単価比較（11/25審議会資料から）
つ
る
お
か
・
た
が
わ
九

条
の
会
（
代
表
・
橘
健
司
）

は

月

日
、
『
九
条
の

11

29

碑
完
成
記
念
式
典
』
を
開

催
し
、
そ
の
後
総
会
を
開

き
、
多
く
の
関
係
者
が
集

い
ま
し
た
。

会
で
は
、

周
年
記
念

20

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
九
条
の
碑
建
立
」
に
取

り
組
み
、
寄
附
金
が
目
標

の
１
０
０
万
円
を
超
え
、

九
条
の
碑
は
、
生
協
共
立

社
の
鶴
岡
協
同
の
家
こ
び

あ
、
西
側
の
緑
地
帯
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

「
九
条
の
碑
」
建
立
の
取

り
組
み
は
、
日
本
国
憲
法

の
平
和
主
義
を
守
り
、
そ

の
理
念
を
次
世
代
に
伝
え

た
い
と
、
全
国
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
税
廃
止
各
界
連

の
署
名
行
動

１
日
、
こ
ぴ
あ
前
で
、

６
団
体
７
人
が
参
加
し
、

筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

81

「
令
和
の
百
姓
一
揆
」
が

月

日
、
山
形
市
に
約

11

24

２
０
０
人
が
集
ま
り
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

鶴
岡
か
ら
も
実
行
委
員

会
共
同
代
表
の
小
野
寺
紀

允
さ
ん
（
福
田
）
や
、
庄

内
農
民
連
な
ど
か
ら
多
く

の
農
家
、
消
費
者
が
参
加
。

菅
井
巌
議
員
も
参
加
し
ま

し
た
。

政
府
の
農
業
予
算
が
２

兆
円
台
を
低
迷
し
、
「
村

に
後
継
者
が
い
な

い
」
「
農
家
は
限
界

を
超
え
て
い
る
」
と

訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。２

０
２
５
年
農
業

セ
ン
サ
ス
の
速
報
値

が

日
発
表
さ
れ
、

28
主
な
仕
事
が
農
業
の

「
基
幹
的
農
業
従
事

者
」
は
、
全
国
で
１

０
２
万
１
０
０
０
人

と
、
５
年
前
の
調
査

か
ら

万
２
０
０
０

34

人
（

・
１
％
）
減

25

り
ま
し
た
。

山
形
県
で
は
、
３

万
１
０
９
人
で
同
８
９
２

５
人
（

・
９
％
）
減
り
、

22

農
業
存
続
の
危
機
感
が
高

こぴあ西側に設置された九条の碑

ま
っ
て
い
ま
す
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

メ
ー
タ
ー
関
連
等
の
業

務
、
及
び
水
道
施
設
維
持

管
理
業
務
を
合
わ
せ
た
包

括
的
な
業
務
委
託
を
実
施

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
第

２
期
と
し
て
、
給
水
工
事

の
受
付
と
水
道
管
路
維
持

関
連
業
務
を
加
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

使
用
料
水
準
の
見
直
し

で
は
、
市
民
負
担
の
あ
り

方
、

以
上
は
県
内
で

30
m3

一
番
高
い
こ
と
、
経
費
の

算
定
見
積
、
民
間
委
託
の

影
響
な
ど
を
精
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

接
続
率
は
９
割
台
で
推

移
し
、
既
存
浄
化
槽
を
継

続
使
用
す
る
な
ど
、
使
用

料
が
高
い
と
接
続
率
が
高

ま
ら
ず
、
収
支
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

下
水
道
の
接
続
率
は
、

決
算
資
料
に
よ
れ
ば
、
、

４
年
度

・
４
％

93

５
年
度

・
５
％

93

６
年
度

・
９
％
で
、

92

１
０
０
戸
中
７
戸
が
、

下
水
道
に
つ
な
い
で
い
ま

せ
ん
。

審
議
会
は
、
菅
井
巌
議

員
と
加
藤
鉱
一
議
員
が
傍

聴
し
ま
し
た
。


